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緒言

宇尾 (1958)は Philosamiacynthia ri・ciniを用いて，

前踊期から踊の初期にかけて除脳を行なし、羽化した個

体の生殖巣の発達が劣ることを報告しており，また小

林・波島 (1967)は家蚕永続婚の皐丸の組織学的変化に

ついて報告しているが，星雲丸の大きさの変化，および詳

細な経目的内部形態の変化については，明らかにされて

いない。著者は家蚕を用い，化踊初期に除脳を行ない，

そあ後の生殖巣の発達について観察し，特に星雲丸につい

ては，その経目的な変化を観察し， 2，3考察を行なった

のでその大要を報告する。

本文に入るに先立ち，終始御指導を賜わり，さらに本

稿の御校閲の労をとられた滝沢義郎教授に対し深謝の意

を表する。

実験材料および方法

1.精巣の大きさ

大造を用い， 化踊 2~3 時間後に頭部に傷をつけただ、

けで除脳しなかったもの(化踊 2~3 時間後頭部創傷区)，

化踊 2~3時間後に頭頂部の踊皮を開いて除脳したもの

(化踊 2~3 時間後除脳区)および化踊直後頭胸部結紫に

より除脳したもの(化踊直後頭胸部結書記区)とのそれぞ

れの材料について，処理後成虫に至るまでの，精巣の長

さ，幅および厚さを測定し，無処理区と比較した。測定

は各区20個体の右側精巣を，30/0ホノレマリンに固定した

材料について行なった。なお上記いずれの処理でも成虫

イi二した。

2 精巣の組織的変化

大造を用い，上記各処理区の成虫精巣の組織学的変化

を正常成虫と比較した。また支 124x日124を用い，大

造と同処理を行ない，処理後の精巣の経日的な組織学的

変化を，正常個体と比較した。精巣はカノレノア液で回定

し，常法にしたがって5μ のパラフイン切片とし，ハイ

デンハインの鉄ヘマトキシリン法によって染色した。

3 卵巣の発達

麗玉×陽光を用い，大造と同処理を行な~'，羽化した

個体の腹部を切開して，全卵数を無処理区と比較した。

実験結果

1 精巣の大きさ

大造を用い，踊期間中の処理'jJ1jによる精巣の大きさ

は，図一l に示すとおりである。化師 2~3 時間後除脳区

および化踊直後頭胸部結主主区は，無処理区より蝋期聞が

ながくなるが，各区内の個体による差異は2日内外で，

無処理区および化蝋 2~3 時間後頭部創傷区は化焔 8-

10 日目，化煤j2~3 時間後除脳区は 11-13 日目，化踊直

後頭胸部結主主区は 18~20 日目に羽化したものが大半を

しめた。

各区について精巣の大きさを比較すると，化踊 2-3

時間後頭部創傷区は無処理区とほとんど差異がなく，す

なわち長さおよび幅は成虫化にともない次第に減少し

本報告の一部は昭和36年度日本蚕糸学会東北支部研究発表会において発表した
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図-1 化!踊初期除脳による精巣の大きさの変化
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特に長さは羽化l目前より急激に減少する。厚さは中期 すとおりで，化焔 2~3 時間後頭部創傷区および化踊 2~

頃までやや増大し，以後成虫化にともない次第に減少す 3時間後除脳区は，無処理区より小さく，化踊直後頭胸

る。化蝋2-3時間後除脳区は， 長さおよび幅は化焔3 部結主主区は，無処理区より大きし、。

日目には，すでに無処理区に比べて大きく，その後次第 上述より化踊直後の頭胸部結紫により除脳すると，精

に減少するが，化踊8日目頃までは，無処理区より概し 巣は踊期間中にし、ちぢるしく肥大することが明らかで

て大きく 9日日頃より急激に減少し，成虫になると ある。

却って無処理区より小さくなる。厚さは無処理区と大差 2 精巣の組織学的変化

がない。化踊直後頭胸部結主主区は，長さおよび幅は化蝋 化踊直後頭胸部結主主により除脳すると，精巣は踊期間

3日目には，すでに無処理区より大きく，以後化蝋7日 中に肥大することが明らかとなったが，かかる肥大の原

目まで憎大する。その後化桶17日目までほぼ平衡をた 因を極める端緒として，大造および支 124xEI 124を用

どり，この頃より急激に減少して成虫化に至るが，全体 い，精巣の組織学的観察を行なった。

を通じ他区よりいちぢるしく大きい。厚さは化蝋9日日 1) 大 造

頃まで，僅かながら増大し，以後成虫に至るまでほぼ平 各区の成虫精巣の組織学的観察の結果は表 2に示す

衡をたどるが，他区よりやや厚い。 とおりで， 化j市2-3時間後頭部創傷区は無処理区と同

次に各区の成虫精巣の大きさを比較すると，表 1に示 様で，精原細胞および精母細胞は多少存在し，精子束は
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表-1 成虫精巣の大きさ

I ~~， ，~~，_ I F-検告に全犀の
実験区 |測定部位| 大 き さ |変異係数|ょ.~m}j:[率|有志差*1大きさ

(cm) I (70) I 判 の比較

化踊直後
長 さ 0.3300:t 0.0321 ** 9.76 0.5>p 十

中事 0.2350士0.0182 8.47 0.5>p 十 大
頭胸部結寄与区

厚 さ 0.2000土0.0001 0.05 10.0> p > 5.0 

化蝋2-3時間
長 さ 0.281O:t0.0269 9.22 0.5>p + 
中宮 0.1923:t 0.0124 6.45 0.5>p 十

後除脳区
厚 さ 0.1715士0.0217 12.60 0.5>p 十

化鍋2-3時間
長 さ 0.2986士0.0046 1.55 0.5>p 十

中高 0.2023 :t 0.0077 3.81 5.0>p>2.5 
後頭部創傷区

厚 さ 0.1719:t 0.0201 11.60 0.5>p 十

長 さ 0.3062:t 0.0078 2.55 

無処理区 申直 0.2089士0.0142 6.80 

厚 さ 0.1913:t 0.0099 5.18 

注供試蚕品種大造

* 十は有意差があり， は有意差がない(危険率 0.5%)

料標準偏差

表 2

精原細胞の多少 l 精母細胞の多少
観

察

時

期

十十十-+ +士ー 士ー +仲ー++ ++ :tー一±ー 十仕 掛 +仕 掛

注供試蚕品種大造

多少の順位および度合の強さの順位 制>++>十>:t>ー

防室内に一様に分布するか，または僅かに精室下部に集 2-3日後頭部創傷区は，すべて化腕9-10日目に成虫化

中しており，病室中部の間隙はほとんとみられない。化 したので，化帰後成虫に至るまで，化踊2-3時間後除

桶2-3時間後除脳区は，精原細胞および精母細胞は無 脳区および化踊直後頭胸部結葉区は， 化踊後 30日間経

処理区よりやや多く，精子束は僅かに精室下部に集中し 過しても成虫化をみないので， 化踊後 30日目までの組

ており，精室中部の間隙は僅かにみられるにすぎない。 織学的変化を観察した。

化踊直後頭胸部結主主区は，精原細胞および精母細胞は無 表-3に示すとおり，化踊2-3時間後頭部岩Ij傷区は無

処理区よりやや多く，精子束は僅かに濃染し，精室下部 処理区と大差なし成虫化にともない精原細胞および粘

yこ集中している。それにともない病室中部の間隙も大き 母細胞は減少し精子束は精室下部にやや集中し，病室

L ¥J なお主主室中には各区ともに大差なく，多数の精子が 中部の問|裁は僅かにみられるか，またはほとんどみられ

みられた。 ない。なお;!\~室申には羽化 1 日前頃より多数の精子が観

2) 支124X日124 察された(図版 I，1・2)。化踊2-3時間後除脳区と，化tt.ffi

大造と何処理を行なった結果，無処理区および化蝋 直後頭胸;:m結殺区とは，両者間に差異はなく，精原細胞
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化師j初期の|徐脳とその後の経日的な精巣の組織学的変化

無

処

理

区

表 3

化
揃
後
の
日
数

+ +t 十件O 

十

+ 
+仲+十十十社+社2 

士~ー+-一ー+-ー十十+ +-:t 十件十社十社+仲十件-I!十+仲+件4 

4十+t +十+十+十+t +十十十6 

8 十件十社+ 十m-I!十-1ft + + 十社十件4十+t +十+t 4十+t +t +t 

十仲十件十+ + + + 十9.5 

10 -1ft +件+t +t 

十件

+仲

十件

掛

十件

|件

供試蚕品種 支 124x日124

多少の順位および度合の強さ順位十件>+t>十>士>ー

無処理区および頭部創傷区は化踊後9.5日が成虫にあたる。

ない

十叶

十件

掛

+t 

+十

十十

+t 

+十

+十

+t 13 

注

15 

30 

脳ホノレモンが前胸|擦に作用し，前胸腺ホルモンの分泌

をうながし成虫分化をひきおこすことは， WILLIAMS 

(1946， 1947， 1952， 1956)が PlaりsamiacecrOjうia，市

川・西五辻 (1951)が Luehdorfi，αjゆonica，八鹿 (1954)

が Dicりlocajaponica， 福田 (1954)が Philosamia

cynthia pryeriおよび Philosamiacynthia ricini，長

田・加地 (1955)が Philosamiacynthia ricini， 小林

(1955)が家蚕でそれぞれ報告している。本実験からも脳

が成虫分化に重要な役割を果していることは明らかであ

るが，さらに生殖巣の発育にも重要な役割を果している

ことが分かつた。すなわち化嫡初期に除脳すると，精巣

は肥大するのみならず組織学的異常を示し，また成虫の

他2区は化踊30日後に至っても成虫化し

処理区とも羽化をみたが，踊期間は除脳時期がはやいほ

どながし、。 すなわち化踊 2-3時間後除脳区は無処理区

より 5日内外ながく，化踊直後頭胸部結主主区は7-15日

ながい。成虫体内の全卵数は，踊期聞がながし、ほど，す

なわち除脳時期がはやいほど減少しており， 化!踊 2-3

時間後除脳区は無処理区より 98個， 化踊直後頭胸部結

主主区は204個減少している。以上の事実より，除脳時期

がはやいほど羽化が遅れ，全卵数が減少することが分

かっTこ。

考 察

および精母細胞は成虫化にともない減少するが，化踊30

日後に至ってもかなり観察された(図版1，3)。精子束は

化蝋4日目にやや異常がみとめられ 8日日頃より顕著

な異常を示し， 以後 30日目まで同様な異常が継続され

た。すなわち精子束は濃染して，精室下部に顕著に萎縮

集合し，それにともない精室中部の間隙もいちぢるしく

大きくなり，間隙中に無処理区の場合に各精子束聞にみ

られた小頼粒状物質のみが存在している(図版1，4・5・6)。

なお化踊30日目においても基室中に精子は観察されな

かった。

3. 卵巣の発達

麗玉×陽光を用いた結果は表-4に示すとおりで， 各

化!踊初期の除脳と成虫体内卵数との関係

[個吋T??|卵 数12d

表-4

495 

注

501 

679 

699 

335-630 

502-715 

579-733 

645-762 

19-27 

16-18 

13-15 

12-13 

麗玉×陽光

区

22 

20 

35 

19 

供試蚕品種

験

化蝋直後
頭胸部結禁区

化踊2-3時間
後除脳区

化踊2-3時間
後頭部創傷区

無処理区

実
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全卵数は減少する。

精巣の発育について，大造と支124x日124を比較す

ると，大造では化踊初期に除脳するとすべて成虫化する

が，支124X日124は化踊30日後に至っても成虫化する

ものはみられず，かつ組織学的異常も大造よりいちぢる

しい。 また支124x日124では精巣の大きさは測定しな

かったが， 化踊 2~3 時間後除脳および化踊直後頭胸部

結殺を行なうと， 化蝋後30日までの観察で，精巣は!踊

期間中，無処理に比べいちぢるしく肥大し，肥大度合も

大造よりいちぢるしく高いことが肉眼的にみとめられ

た。これ等両品種間の差異は小林(1957)によって報告さ

れているとおり，脳ホ Jレモンの有効臨界期の品種間差異

にもとづくものと考えられ，支124x日124は大造より

脳ホルモンの有効臨界期がおそく，したがって大造より

脳ホルモン不足の影響がし、ちぢるしく現われたものと考

える。

なお大造にて，化踊直後頭胸部結禁区の精巣は肥大す

るが3 化踊 2~3 時間後除脳区では無処理区に比べやや

肥大するにとどまり，成虫に至ると却って小さくなるこ

とは，前述のとおり，大造は支124x日124より脳ホlレ

モンの有効臨界期ははやいと考えられるため，化踊 2~3

時間後の除脳時期には，すでに脳ホルモンまたは前胸腺

ホノレモンが，精巣の発育にかなり影響をおよぼしてお

り，除脳自体の影響よりは，むしろ除脳の際の出血の影

響が大きく現われたものと考える。 これに反して支124

×日 124の場合は，前述のとおり，大造より脳ホノレモン

の有効臨界期がおそいと考えられるため，出血の影響よ

り除脳の影響が強く現われ，精巣はいちぢるしく肥大

し， かつ化蝋30日後に至っても成虫化をみなかったも

のと考える。

次に|徐脳による精巣の肥大および組織学的異常につい

て考察するのに， SCHMIDTと WILLIAMS(1953)は

J>latysan1ia cecropiaの雄休眠踊の精巣からとりだした

被嚢は，吐糸期や成虫分化開始期の血液中で迅速な被嚢

の発達が行なわれることを観察し，これは前胸腺から分

泌される“成長・分化ホノレモン"によるものであるとし

ている。 宇尾 (1958)は J>hilosan1iacynthia rici・加を

用い，古Ij由雨期から婦の初期にかけて除脳を行ない，羽化

した個体の生殖巣の発達が劣ることを観察し，さらに宇

尾 (1961)は J>hilosan1iacynthia門 ciniの除脳踊およ

び前半除去!隔に，脳・前胸腺・アラタ体等の内分泌腺を

移植した場合の生殖巣の発達についてしらべ，生殖巣の

発達をうながす要因は，前胸腺または脳から分泌される

“成長・分化ホノレモン"であることを報告している。

家蚕精巣の発達は卵巣のそれと異なり，他の組織や骨量

官が成虫分化を開始する前に始まっている。すなわち正

常では成熟分裂は，大体5齢1日目より現われ始め，熱

蚕になる前日には小数の完成精子が現われ，その後踊の

中期まで精子形成が継続される。本実験にて化踊初期に

除脳すると，精巣は発育の途中で脳ホノレモン不足の直接

的な影響により，または脳ホルモン不足のために前胸腺

の活性化に多くの時聞を要し，長期間の前JJ旬腺ホノレモン

不足のために，精巣発育に異常を来したものと考える。

すなわち精原細胞および精母細胞は，発育の遅延または

休止にともなう退化により，精室先端部にとどまり，一

方精子束は成熟の遅延または休止にともない，未成熟の

まま精室下部へ萎縮集合し，かかる未成熟精子は基室中

に脱出できず，したがって萎縮により精子束中に含まれ

ていた細胞質溶液が精室中部に充満し，精巣の肥大を来

したものと考える。かかる肥大原因から考察するのに，

除脳による精巣の肥大と組織学的異常とは平衡するもの

と考える。

次に卵巣の発達について考察すると，除脳時期がはや

いほど成虫全卵数は減少する。これは卵巣はイヒ踊初期に

は，脳ホJレモンあるいは前!胸腺ホルモンに対する反応、要

因が十分織っていなかったものと考える。また成虫全卵

数は解化までの日数がながし、ものほど減少していること

は，卵巣自体，脳ホノレモンあるいは前胸腺ホJレモンに対

する感受性が低いために，小量のホJレモン量で長期間

に亙って成虫分化が行なわれる場合，卵巣よりも感受性

の高い他の器官は成虫分化を完成して羽化するものと

思う。

摘要

家蚕を用い，化!踊初期に除脳を行ない，生殖巣の発達

についてしらべたところ次の結果をえた。

1. 化蝋直後またはイり踊 2~3 時間後に除脳すると，

精巣は成虫化にともない肥大し，この影響は化踊3日目

頃より現われはじめる。

2. かかる肥大した精巣は，精原細胞および精母細胞

は，無処理の場合に比べてやや多く，精子束は濃染して

精室下部に萎縮集合し，精室中部に大きな間l撲を生じ，

間際中に小頼粒状物資が観察された。 この影響は化蝋4

日目頃よりみとめられた。

3. 化踊直後または化踊 2~3 時間後に除脳すると，

羽化した雌体内の卵数は，除脳時期のはやいものほど，

すなわち除脳後羽化までの日数がながし、ものほど減少

する。
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Summary 

The pupae of one strain (Daizo) and two hybrids 

(C 124xN 124， ReigyokuxYoko) were used for the 

materials. The material pupae were divided into 

four regimes; 1) the brain was ext町 atedimmediately 

after pupation by ligation between the head and the 

thorax， 2) the brain was removed from the apex 2-

3 hours after pupation， 3) the apex of head was only 

Table 1. Duration of pupal stage (days) 

Strains 

Regimes hizo(3)U24(5)N凶 ReY2虫色)

1

2

3

4

 

18-20 Dauer-pupae* 19-27 

11-13 Dauer-pupae 16-18 

8-10 9-10 13-15 

8-10 9-10 12-13 

1: Extirpation of brain immediately after pupa-

tlOn. 

2 : Extirpation of brain 2-3 hours after pu pa-

tlOn 

3: Control 1， apex of head only wounded with-

out brain extirpation. 

4: Control 2， non operated. 

* Dauer-pupae showed no imaginal di任erentm-

tion for 30 days after pupation at 250C. 

wounded without the extirpation 2-3 hours after 

pupation (Control 1)， 4) non operated (Control 2). 

The pupal duration in each regime is shown in 

Table 1. 

The size of right testis (Daizo was used) was meas-

ured after五xedby 3σ70 hormalin. The testis (Daizo 

and C 124 X N 124 were used) was sectioned by 

para伍nmethod in 5μthickness after五xingwith 

Carnoy's solution， and stained with Heidenhain's iron 

haematoxylin. The development of th巴 ovary(Rei-

gyoku X Yoko was used) was estimated by the number 

of the eggs in the adu¥t body. The results are 

summarized as follows 

In Daizo， the size of the testis is not di任erent

between Control 1 and Control 2， becoming smaller 

as the pupal development， but in Regime 1 (brainless)， 

it grows gradually larger from the extirpation to 2 

3 days before the emergence and after this period 

becoming smaller. In Regime 2 (brainless)， the size 

of the testis grows larger from the operation to the 

middle stage of the pupa becoming retarded as ap-

proach to the emergence. As compared with the 

testis through the pupal stage to the adult stage 

between each regime， the size is the largest in Regime 

1， the next being in R己gime2， and the smallest in 

Control 1 and Control 2. In the case of C 124x 

N 124， however， it is recognized with the naked eye 

that the size of the testis in Regime 1 and Regime 

2 grows remarkably larger between the 4th and the 

30th days after pupation. 

In Daizo and C 124 X N 124， the testis which became 

larger caused by the brain extrpation shows some 

abnormality in internal structure. Namely， the num-

ber of the spermatogonia and spermatocytes' is more 

numerous than Control 1 and Control 2， and the 

sperm bundle is contracted and aggregated at the 

basal part of the follicle and shows a strong affinity 

to dye. Accordingly， in the middle part of the fol-

licle only microgranules are distributed. But such 

an abnormal structure is more remarkable in C 124x 

N 124 than in Daizo. 

In Reigyoku X Yoko， it is found that the earlier 

the brain extirpation is operated， the more th巴num-

ber of the eggs in the adult body is reduced. 

Referring to these facts， it is assumed that the 

prothoracic gland hormone activated by the brain 

hormone or the brain hormone itself induces the 

development of the gonad. 



勝野. 家蚕化踊初期の除脳が生殖巣の発育におよぼす影響

図版説明

化踊初期の除脳による精巣の組織学的異常。

供試蚕品種. 支 124x日1240

カノレノア液固定，ハイデンハイン鉄ヘマトキシリン染色。

1. 無処理，成虫: 精母細胞はほとんどみられず， 精室中部に間隙を生ずることなく， 精巣全体

が萎縮する。基室中に精子が観察される x約 50

2. 化的2-3時間後頭部創傷，成虫: 先端細胞付近を示す。精母細胞はほとんど観察されない。

×五勺 100 

3 化踊直後頭胸部結重量，化踊30日日. 先端細胞付近を示す。精母細胞が観察される。 x約 100

4. 化踊2-3時間後除脳，化踊30日目: 精子束は精室下部に移動， 萎縮濃染し， 中部に間隙を

生じ，間隙中に小頼粒が観察される。 x約 50

5 化蜂直後頭胸部結主主，化踊8日日: 精子束は精室下部に移動中にて， 中部に間際がみられ，

間隙中に小頼粒が観察される。 x約 50

6. 化踊直後頭胸部結~，化踊 30 日目: 精子束は精室下部に移動，萎縮濃染し，中部に大きな間

隙を生じ，間隙中に小rn粒が観察される O 精母細胞は先端細胞付近に止まっている。 2主室中に
精子は観察されなし、ο ×約 50
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